
中医協 総－3－2  

19． 3． 2 8  旧高度先進医療の実績報告について  
※「高度先進医療」は、健康保険法の一部を改正する法律（平成18年法律第83号）において、平成18年10月1日より、「先進医  
療」と統合されている。  

平成18年度（平成17年6月1日～平成18年6月30日 ※1）  

① 旧高度先進医療技術数（平成18年6月30日現在）   101種類   

② 医療機関数（平成18年6月30日現在）   113医療機関   

③ 全患者数   4，166人   

④総金額   約66億円   

⑤ 特定療養費の総額（保険診療分）※2   約29億円   

⑥高度先進医療の総額（患者の自己負担分）   約37億円   

⑦1入院全医療費のうち高度先進医療分の割合（⑥／④）   56．1％   

※1実績報告の期間については、今年度より基本的に「前年7月1日～今年6月30日」の期間の実施分を報告することとなって  

いるが、前年度までは「前年6月1日～今年5月31日」とされていたため、今年度の報告の期間については「平成17年6月1日一  

平成18年6月30日」としている。  

※2健康保険法の‾部を改正する法律（平成18年法律第8甲とにおいて、平成18年10月1日より、特定療養費は保険外併用 療養費に改変されている 
。   



＜ 過去5年間の実績 ＞  

特定療養費  
旧高度先進  

旧高度先進   医療機関数  全患者数   総金額   の総額※2  
医療の総額  

医療技術数  （患者の自己  
（保険診療分）     負担分）   

の割合   

平成13年6月1日～平成14年5月31日   65種類   97医療機関  2．020人   約21億円  約16億円   約5億円   23．5％   

平成14年6月1日～平成15年5月31日   70種類   98医療機関  2，292人   約23億円  約16億円   約7億円   31．9％   

平成15年6月1日～平成16年5月31日   71種類   90医療機関  2，199人   約22億円  約11億円  約11億円   48．8％   

平成16年6月1日～平成17年5月31日  109種類  126医療機関  3．082人   約43億円  約20億円  約23億円   54．3％   

※1  

平成17年6月1日～平成18年6月30日  101種類  113医療機関  4，166人   約66億円  約29億円  約37億円   56．1％   

※1平成18年度の実績報告の期間については、今年度より基本的に「前年7月1日～今年6月30日」の期間の実施分を報告することとなっているが、前年度までは  
「前年6月1日一今年5月31日」とされていたため、今年度の報告の期間については「平成17年6月1日～平成18年6月30日」としている。  

※2健康保険法の一部を改正する法律（平成18年法律第83号）において、平成18年10月1日より、特定療養費は保険外併用療養費に改変されている。  
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各旧高度先進医療技術に係る費用  
平成18年虔（平成17年6月1日～平成18年6月30日）  

霊宝  技術名   t  

医療総額  
（円）   （（℃／（蟄円）   

4   

3  鮎骨又は頭蓋骨の観血的移動術（鯛骨又は頭蓋骨の先天奇形にl昭60・11・1 係るものに限る。）  
インプラント義歯（顎骨の過度の吸収により・従来の可撤性義歯では岨 
囁機能の回復が困難なものに限る。）  

昭60・＝・1    285．996．336   485   589．683   3．8   

5   の原因により舶領域に昭61・10・1  1，215，800   9   135．089   1．6   

6  培養舶による先天性代謝異鴬診断（胎児又は新生児に係るものに限i昭61・12・1 る。）  

7  、 顎関節症の補綴学的治療（顎関節症（顎関節内陣下顎頸の乱い変召62・3・1 形及び顎関節円板の断裂を除く 424．700   10   42．470  

8  溶血性貧血症の病因解析及び遺伝子解析診断法（先天性溶血性貧血；平…－ に係るものに限る。）  

9  経皮的埋め込み電極を用いた機能的電子刺激療法（神経の障害によぎ平…－ る運動麻痺又は骨■関節手術後の筋萎縮に係るものに限る。）l  142．800   4   35．700   20．0   

10  人工括約筋を用いた尿失禁の治療  l平5・5・1  

皿  人工岬（慢性中耳炎その他の矧＝よる難聴に係るものに限る0）i机5・－  

12  芸望認諾認諾認諾照一慧欝豊平5・11・1  3，86乙500   38   44．9   

患に係るものに限る。）  

5．475．871   93   58，880   0．0   16  歯周組織再生誘導法（歯周疾患による根分岐部病変又は垂清 損に係るものに限る。）  平6．7．1  
17  接着ブリッジによる欠損補綴並びに動揺歯圏定（少数歯欠損 歯に係るものに限る。）  平7．2．1   1，丁76．450   29   61．257  

18  光学印象採得による陶材歯冠修復法（歯冠部醜蝕の修復に係るものに 限る。）  平了．7．1   390．100   14   27，864  

性腺機能不全の早期診断法（小陰茎、停留皐丸、尿道下裂、半陰陽、  
19   原発性無月経、生理不順、多毛又は性染色体異常に係るものに限  

平了．12．1   
25．440．000   53   480．000   10．了   

る。）  

20 1 
術（内視鏡下によるものを含み、椎間板へ 

． 

平8・7・1  2，718．300   1了   159．900   4．7   

21  エックス線透視下非観血的唾石摘出術（唾石症（唾石と導管壁との癒 着がないものに限る。）に係るものに限る。）  平臥8．1   252．000   7   36．000  

造血器腫癌細胞における薬剤耐性遺伝子産物P糖蛋白の測定（白血  
23   病、悪性リンパ腫又は多発性骨髄腫その他の造血器悪性腫瘍に係るも  

のに限る。）   

スキンドファイバー法による悪性高熱症診断法（手術が予定されている  

24   看で、悪性高熱症が強く疑われる者に係るものに限る。）   
平9．了．1   86．190   3   28．730  

25  血小板膜糖蛋白異常症の病型及び病因診断（血小板無力症又はベル ナール・スー」ノエ症候群に係るものに限る。）  平9．9．1  
26  焦点式高エネルギー拉音波療法（前立腺肥大症に係るものに限る。）  平9．11．1  

27  忘富謡主諾温詣記よ詣雷男療法（歯牙酌蝕症又盲平9・‖・1  
46，400   7   6．629  

28  言蒜孟蒜芸品諾～諾諾謎ヒ諾デ誌蒜芸蒜誤読、‡平、。．、．、  41   177．331   2，0  

ヘルニアに限る。）に係るものに限る。）  

顎関節鏡視下レーザー手術併用による円板縫合固定術（顎関節脱臼  
29  205．460   38．0  7．270．581                   l        205．460  l       又は顎関節内陣のうち円板を中心とした顎関節内部の軟組織に異常を 平10．1．1   伴うものに係るものに限る。）  
31  肺腫瘍のCTガイド下気管支鏡検査  l平－0・2・1  811．200   6  50．了00   7．4   

32  ク平1。．1。．1  239．000  5  47．800   2．8  

ケーⅡ欠乏症又は先天性プラスミノゲン欠乏症に係るものに限る0） 

33  i顎関節脱臼内視鏡下手術（習慣性顎関節脱臼に係るものに限る。）1平11・111  

34  l筋緊張性ジストロフィーのDNA診断  i平11・6・1  了．40  0   1  7．40  0   
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35  D怯による抗がん剤感受性試験（がん性腹膜炎又はがん性胸膜炎に平11．6．1 、るものに限る。）  
36l  内視鏡下頸部良性腫瘍摘出術（頸部良性腫瘍に係るものに限  平11．6．1   8．969．128   67   133．868   9、2  

37    栄養障害型表皮水痘症のDNA診断   平‖．了．1  

38  家族性アミロイドーシスのDNA診断   平11．7．1   382，300   13   29．408   3．8  

39  詔歪警護監謡㌘の形態的診断（頭蓋、舶又は抑の変形1平11・9・－   15，000   3   5．000  

40  言㌶篇三三忘妄品評三豊謂アンスサi抑9・1  

章二i誓誠室… 41   ≡… 7，848．295   28．854   33．9  

休がん又は卵巣がん（胸水又は腹水例を含む。）に係るものに限る。）   

42  子宮頸部前がん病変のHPV－DNA診断（子宮頸部軽度異形成に係る ものに限る。）  平12．3／1   1，634．800   134   12．200  

43   不整脈疾患における遺伝子診断（先天性QT延長症候群に係るものに  
限る。）   

1，633．740   29   56．336   4．7  

44  腹腔鏡下肝切除術（肝腫瘍（肝部分切除又は肝外側区域切除の適応と なる症例）に係るものに限る。）  平12．7．1   2．220，070   9   246．674   25．0  

45  画像支援ナビゲーション手術（頭頸部若しくは脊髄の腫瘍、血管病変又 は脊椎病変に係るものに限る。）  平12．10．1   17．308．200   204   84．844   41．6  

46  悪性腫瘍に対する粒子線治療（固形がんに係るものに限る。）  平13．7．1  1．519，801．000   533   2．851．409   31．4  

4丁  エキシマレーザーによる治療的角膜切除術（角膜ジストロフィー又は帯 状角膜変性に係るものに限る。）  平13．3．1   1．467．900   9   163．100   2．7  

48  成長障害のDNA診断（特発性低身長症に係るものに限る。）   平13．3．1  

生体部分肺移植術（原発性肺高血圧症、特発性問質性肺炎、気管支拡  
51   張症、肺リンパ脈管筋腫症、閉塞性細気管支炎、問質性肺炎、嚢胞性  19．137．100   6   3，189．517  145．5  

肺繊維症又は肺裏地症に係るものに限る。）   

52  耳鼻いんこう科領域の機能障害を伴った顎関節症に対する中耳伝音系 を指標とした顎位決定法  平15．2．1  
門脈圧冗進症に対する経頸静脈肝内門脈大循環短絡術（内視鏡的治  

54   療及び薬物治療抵抗性の食道・胃静脈痺、門脈圧冗進症性胃腸症、難  1．270，952   3   423．651   61．3  

治性腹水又は難治性肝性胸水に係るものに限る。）   

55  乳房温存療法における鏡視下肢高郭清術（主に乳房温存手術が可能 なステージⅠ又はステージⅡの乳がんに係るものに限る。）  l平15・4・1   371，000   10   37．100   12．6  

56  悪性黒色腫におけるセンチネルリンパ節の遺伝子診断   平15．4．1   1，619，100   19   85．21t；   39．7  

腫瘍性骨病変及び骨粗軽症に伴う骨脆弱性病変に対する種皮的骨形  
57   成術（車云移性脊椎骨腫瘍、骨粗軽症による脊椎骨折又は難治性痔痛を平15．7．1  9，084．966   60   151．416   16．4  

伴う椎体圧迫骨折若しくは臼蓋骨折に係るものに限る。）  

58  ≡諾急設苧捌莫移植術（‾側性反回神経麻痺又は声帯溝症に係l平－5・7・1   220，000   16．0  

骨髄細胞移植による血管新生療法（閉塞性動脈硬化症又はバージヤー  
59  8．524．584   60．3  

Ⅳ度のものに限る。）に係るものに限る。）  

60  ミトコンドリア病のDNA診断（高乳酸血症その他のミトコンドリア機能低 下が疑われる疾患に係るものに限る。）  平15．9．1   243．500   8   30．438   9．8  

61  悪性黒色腫又は乳がんにおけるセンチネルリン／相田の同定と転移の検 索  平15．9．1   31．965，031   622   51，391   12．3  

鏡視下肩峰下腔徐圧術（透析アミロイド肩関節症又は腱板断裂、五十  
62   肩若しくは関節リウマチその他の原因による肩インピンジメント症候群  

に係るものに限る。）   

神纏変性疾患のDNA診断（ハンテントン舞踏病、脊髄小脳変性症、球  

63   脊髄性筋萎縮症、家族性筋萎縮性側索硬化症、家族性低カリウム血症 性周期性四肢麻痔又はマックリード症候群その他の神経変性疾患に係  909．830   10   90，983   10．8  

るものに限る。）   

平15、11．1   106．200  2  53．100  

難治性眼疾患に対する羊膜移植術（再発翼状片、角膜上皮欠損（角膜   
移植によるものを含む。）、角膜穿孔、角膜化学腐食、角膜痘痕、瞼球   

平15．11．   981．50   2  2  44，614   13．3  

痕期その他の重症の痘痕性角結膜疾患を含む。）、結膜上皮内過形成  
又は結膜腫瘍その他の眼表面疾患に係るものに限る。）   

ー4一  
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H 66恒形がんに対する重粒子線治療  平15．11．1  1．407．514．DOO   453   3．10了．095   33．2  

67  脊椎腫瘍に対する腫瘍脊椎骨全摘術（原発性脊椎腫瘍又は転移性脊 椎腫瘍に係るものに限る。）  平16．1．†  36．295．200   18   2．016，400   56．6  

68  ヵフェイン併用化学療法（骨肉腫、悪性線維性組織球腫、滑膜肉腫又l は明細胞肉腫その他の骨軟部悪性腫瘍に係るものに限る。）  平16．l．1   1．292．000   32   40．375  140．6  

31燐一磁気共鳴スペクトロスコピーとケミカルシフト画像による糖尿病性  
平16．8．1   55，500   5   11．100   12．4  

者に係るものに限る。）   

了0  特発性男性不妊症又は性腺機能不全症の遺伝子診断   平16．8．1  

71 l  胎児尿路・羊水腔シャント術（プルーン■ペリー症候群その他の胎児閉 塞性尿路疾患に係るものに限る。）  平16．12．1   148．030   2   74，015   89．0  

72  遺伝性コプロポルフィン症のDNA診断  i平1…・1  

73  固形腫癌（神経芽腫）のRNA診断   平16．8．1   39，500   39，500   35．0  

74  平－6・8・1  7．903，525   48   164．657   8．9  

重症BCG副反応症例における遺伝子診断（BCG副反応症例又は非定  
75   形抗酸菌感染で重症、反復若しくは難治である場合に係るものに限  30．000   3D．000   14．0  

る。）   

76  自家液体窒素処理骨による骨軟部腫瘍切除後骨欠如再建  竃平16・‖・1  
1．691．200   16   105．700  140．4  

障腫瘍に対する腹腔鏡補助下降切除術（インスリノーマ、牌動脈漕、粘  
了7  733．800   3   244，600   45．7  

又は核出術に限る。）  

78  伝子診断（マントル細胞リンパ腫の補 
！平－6・‖・1  183．600   6   30．600   11．3  

l   

了9  悪性脳腫瘍に射る抗がん剤治療における薬剤耐性遺伝子解析 甚平16・11・1  21乙100   7   30，300   71．了  

80  雪雲詣讐黒沼欝㌣DNA診断（基底細胞母斑症候群又は力i靴11・－  

筋過緊弓削＝対するmuscleafferentblock（MAB）治療（ジストニア、  

81   疫性麻痺その他の局所の筋過緊張を呈する病態に係るものに限る。）   
平16．11．1   44．100   7   6．300   13．6  

821誤認諾誌篭認諾讐叢1㌘び病錮遺伝子診断（急性期又   n ～平16．11．1 凹  
55   1．855．995   17．3  エキシマレーザれ冠動脈形成術（従来の経皮的冠動脈形成術による治l    102．0了9．698          83慧謂黒もの、慢性完全閉塞のもの又はこれに準ずるものに係るもー平1…1   84  平16・11・1  

85既起語慧荒宝器一謡よ…肖化器がん、乳がん、肺がん又は   l平－6・‖・－   7，166．800   81   88，479   30．2  

胸部悪性腫瘍に対するラジオ波焼灼療法（胸部悪性腫瘍（従来の外科  
22．367．900   110   203．345   10．9  

が期待できないものに限る。）に係るものに限る。）   

88  家族性アルツハイマー病の遺伝子診断  平16・12・－  124．800   2   62．400  

腎悪性腫瘍に対するラジオ波焼灼療法（腎悪性腫瘍（従来の外科的治  
89 療法の実施が困難なもの又は外科的治療法の実施により根治性が期 平16．12．1   2．460．500   16   153．781   8＿9  

待できないものに限る。）に係るものに限る。）   

90  膀胱尿管逆流症に対する腹腔鏡下逆流防止術（院胱尿管逆流症（国際平16．12．1 分類グレードⅤの高度逆流症を除く。）に係るものに限る。）  480，000   480．000   5．0  

92  中枢神経白質形成異常症の遺伝子診断     き平1…1   168．000   24，000  

93  三次元再構築画像による股関節疾患の診断と治療  ‡平16・12・1  1．800．282   81．831   17．5  

樹状細胞及び腰瘍抗原ペプチドを用いたがんワクチン療法（腫瘍抗原  
94 を発現する消化管悪性腫瘍（食道がん、胃がん又は大隈がん）、進行  平17．2．1   3，504．950   15   233．663   8  

再発乳がん又は原発性若しくは転移性肺がんに係るものに限る。）   

95ほ 
術（手術の実施後、予後の良い甲状腺乳頭が l平17、2・－  560．400   4   140，100   10．0   

ー5－   



骨腫瘍のCT透視ガイド下経皮的ラジオ波焼灼療法（転移性骨腫瘍で路  
）6  948．800   8   118，600   22．8  

る。）に係るものに限る。）   

泌尿生殖器腫瘍の後腹膜リンパ節転移に対する腹腔鏡下リン／Ⅶ行事け  

97   清術（泌尿生殖器腫痛のリンパ節転移例又は画像上リンパ節車云移が疑  2．880．000   8   360．000   31．5   

われるものに係るものに限る。）   

98  憲品覧讐詰平、7．2．－   6．107．000   5   1．221，400  153．6  

難治性造血障害又は免疫不全症に係るものに限る。）   
1   

99  下肢静脈癌に対する血管内レーザー治療法（一次性下肢静脈癌に係る ものに限る。）  平17．2．l   2．324．700   17   136．747   1．4   

頚椎稚高根ヘルニアに対するヤグレーザ＿による経皮的椎間扁圧 
術（CT透視下法）（頸稚椎間板ヘルニア（画像診断上椎間板繊維輸の  

t   

100    破綻していないヘルニアであって、神経根症が明らかであり保存治療に  
抵抗性のもの（後縦靭帯骨化症、脊椎管狭窄状態又は脊椎症状のある  
ものを除く。）に係るものに限る。）   

胎児胸腔・羊水腔シャントチューブ留置術（特発性又は既知の胎児先天  

101   性感染による胸水を主たる微候とする非免疫性胎児水腫症（NIHF）例 であって、胸腔穿刺後一週間以降に胸水の再貯留が認められるもの  60．980   60．980   63、0   

（妊娠二十週から三十四週未満に限る。）に係るものに限る。） 
l   

102  活性化血小板の検出（急性期若しくは慢性期の脳梗塞、睡眠時無呼吸 症候群又は心筋梗塞その他の動脈血栓症に係るものに限る。）l  平17．4．1  

103 早期胃がんに対する腹腔鏡下センチネルリンパ節検索  27．4   

8．0   

105  隆起性皮膚線稚内腫の遺伝子診断   

末梢血幹細胞（CD34陽性細胞に限る。）による血管再生治療（慢性閉 
27．2   

障害を有するものを除く。）に係るものに限る。）  

末梢血単核球移植による血管再生治療（慢性閉塞性動脈硬化症又は   

107    平17．6．1   1．613．300   10   161．330   41．7  

あるもの除く。）に係るものに限る。）  

108  副甲状腺内活性型ビタミンD（アナログ）直接注入療法く二次性副甲状 腺機能冗進症に係るものに限る。）  平17．6．1   248，400   2   124．200   14．5   

グルタミン受容体自己抗体による自己免疫性神経疾患の診断（ラスムッ  
109   セン脳炎、小児の慢性進行性持続性部分てんかん又はオブソクローヌ  645．了50   41   15，750   33．3   

ス・ミオクローヌス症候群に係るものに限る。）   

110  腹腔鏡下広汎子宮全摘出術（早期子宮頸がん（臨床進行期Ibまでの ものに限る。）に係るものに限る。）  平17．9．1   540，200   39．0   

一絨毛膜性双胎妊娠において発症した双胎間輸血症候群に対する内  

皿   視鏡的胎盤吻合血管レーザー焼灼術（双胎間輸血症候群に羅患した 一絨毛膜性双胎妊娠の症例（妊娠十六週から二十大過に限る。）に係  9，380，600   20   469．030   47．8   

るものに限る。）   

自己腫瘍（組織）を用いた活性化自己リンパ球移入療法（がん性の胸  
112  

623．094   12．0   

自己腫瘍（組織）及び樹状細胞を用いた活性化自己リン′昭移入療法 
113   

236．339   17．2   

合   計  3．703．554．187  4．166  

※ 空欄については実績報告無し  

－6－   
4／4  



平成18年6月30日時点における先進医療の実績報告について  

平成18年度（平成17年10月1日～平成18年6月30日※1）  

① 先進医療技術数（平成18年6月30日現在）   6種類   

② 医療機関数（平成18年6月30日現在）   52医療機関   

③ 全患者数   395人   

④ 総金額   約2億3千万円   

⑤ 特定療養費の総額（保険診療分）※2   約1億7千万円   

⑥ 先進医療の総額（患者の自己負担分）   約6千万円   

⑦1入院全医療費のうち先進医療分の割合（⑥／④）   25．2％   

※1実績報告の期間については、基本的に「前年7月1日～今年6月30日」の期間の実施分を報告することとなっているが、平  
成17年10月1日に初めての先進医療の算定が開始されたため、今年度の報告の期間については「平成17年10月1日一平成1  
8年6月30日」となっている。   

※2 健康保険法の一部を改正する法律（平成18年法律第83号）において、平成18年10月1日より、特定療養費は保険外併用  
療養費に改変されている。  一了－   



平成18年6月30日時点における各先進医療技術に係る費用  

平成18年度（平成17年10月1日～平成18年6月30日）  

告示   
技術名   

導入   （D 先進  ②年間   1件あたり   平   均   

番号  時期   医療総額  

（円）   （の／②円）   

3  高周波切除器を用いた子宮腺筋症核出術（子宮腺筋症に係るものに限 る。）  平17．10．1   7，537．721   40   188，443   12．8   

4  自動吻合器を用いた直腸粘膜脱又は内痔核手術（PPH）（直腸粘膜脱 又は内痔核に係るものに限る。）  平17．11．1   32，802．003   319   102，828   3．1   

5  画像支援ナビゲーションによる膝靭帯再建手術（前十字靭帯損傷又は 後十字靭帯損傷に係るものに限る。）  平17．12．1   1，116，000   12   93，000   14．3   

凍結保存同種組織を用いた外科治療（心臓弁又は血管を用いるもので  
6   あって、組織の凍結保存及び外科治療を同一施設内で行うものに限  平18．1．1   17，314，000   22   787，000   56．6   

る。）  

7  強度変調放射線治療（限局性の固形悪性腰痛に限る。）   平18．5．1  

8  胎児心超音波検査（産科スクリーニング胎児超音波検査において心疾 患が強く疑われる症例に係るものに限る。）  平18．6．1   15，800   2   7．900  

計  58，785，524   395  

※ 空欄については実績報告無し  

t㊥－   




